
ボーリング柱状図の概要 

 

・標準貫⼊試験の結果は、ボーリング柱状図（⼟質柱状図）として⽰される。  

・この図から現地の⼟層の状態、基礎の設計や⼟⽊⼯事に必要な地盤に関するいろいろな情報を得

ることができる。 
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＜ボーリング柱状図の説明＞ 

以下の①から⑦までは地質調査技師がサンプラーをあけて中の⼟を観察し記⼊する。 

①標尺(m)：地⾯からの深さ（地⾯を０とした時の地中の深さ） 

②層圧(m)：各層の厚さ 

③深度(m)：⼟質（⼟の種類）が変わる深さ（地層が次の地層に変わった地点の深さ） 

④柱状図：⼟の種類を記号で表⽰ 

 
⑤⼟質名：⼟の種類を⾔葉で表⽰ 

⑥⾊調：各層の⼟の⾊ 

⑦記事：各層の⼟の主な特徴 

⑧深度(m)：N 値を測定した深さ 

N 値の測定は、普通深さ 1m ごとに⾏われ、はじめの貫⼊量 30cm について測定する 

⑨打撃回数：N 値 

⑩貫⼊量(cm)：⑧の打撃回数で貫⼊した量、貫⼊量は普通 10cm ごとに打撃回数を記録する 

⑪N 値：N 値が 0 のときは、地盤が⾮常に軟弱、N 値が 50 以上になれば、全て 50 と記⼊ 

重い構造物は杭をここまで打ち、この層で⽀える（⽀持層）ことになる 
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N 値と地盤の状態 

 N 値 硬軟 注意事項 

粘性⼟ 0〜4 やわらかい 中位を要する軟弱地盤であり，精密な⼟質調査を⾏う必要があ

る． 

5〜14 中位〜硬い 安定については⼤体問題はないが，沈下の可能性がある． 

15以上 ⾮常に硬い 安定および沈下の対象としなくてよいが，中⼩構造物の基礎地盤

としては 20 以上が望ましい． 

砂質⼟ 0〜10  ゆるい 沈下は短期間に終わるが考慮する必要あり．地震時に液状化の恐

れがある． 

10〜

30 

中位〜硬い 中⼩構造物の基礎地盤となりうる場合もあるが，⼀般に不⼗分で

ある． 

30以上 密 ⼤構造物の基礎としては，50 以上（⾮常に密）が望ましい． 

道路⼟⼯－⼟質調査指針より

 

 

 
 

ボーリングコア写真と柱状図のイメージ  
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■ボーリング柱状図 基礎問題 

 

例題１ 図１は同じ標⾼の少しずつ離れた３地点Ａ〜Ｃ の地層を柱状図にしたもので、図２は３地

点Ａ〜Ｃ の位置を⽰したものである。この地域の地層は、どの⽅位に傾いているか。 

 
 

解説１ この場合、下の図のように、Ａ－Ｂの間には傾きがない。ＢからＣ の⽅向に傾いている（下

がっている）。したがって、南北（Ａ－Ｂ）には傾きがなく、⻄（Ｂ）から東（Ｃ）に向かって傾

いていることになる。 

 
 

例題２ 図１は同じ標⾼の少しずつ離れた３地点Ａ〜Ｃ の地層を柱状図にしたもので、図２は３地

点Ａ〜Ｃ の位置を⽰したものである。この地域の地層は、どの⽅位に傾いているか。 

 
 

解説２ この場合では、下の図のように、Ａ－Ｃ の間には傾きがないが、ＡからＢ、Ｃから B の⽅

向に傾いている（下がっている）。したがって、Ｂの⽅向＝南⻄に向かって傾いていることになる。 
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問題１ 図１はある地域の地形図で、実線は等⾼線を⽰している。図２は図１の中のＡ〜Ｃ の各地

点でボーリング調査を⾏って作成した柱状図と、地表⾯からの深さを⽰したものである。この地域

の地層は、どの⽅位に傾いていると考えられるか。 

 
 

解説３ ボーリング調査をした地点に⾼さの違いがあるので、A〜C それぞれの地点の標⾼を考え

て調整する必要があり、柱状図をそのまま⽐較することはできない。この問題の場合、Ｂだけが１

０ｍ低い所にあるので、Ｂの柱状図を１０ｍ下げて⽐べる。 

 
図２ではＡ－Ｂが同じように⾒えたが、実際にはＢとＣ の柱状図が⼀致してＡだけが上にあること

が分かる。したがって、Ｂ－Ｃ （東⻄）には傾きがなく、ＡからＢの⽅向（北から南）に傾いてい

ることが分かる。  
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ボーリング柱状図の読み⽅ 

 

 
 

【柱状図の⼟層区分】 

・⼟層区分はあまり複雑にならないようある程度割り切って単純化されていることが多い。 

・これを補うものとして観察記事が必要不可⽋。観察記事を熟読しなければ、柱状図を読んだ 

とは⾔えない。 

・薄い介在層や砂泥互層構造の有無に注意。 

【⼟質名】 

・⼟質の正式な呼び⽅は主に粒度によって規定されている（地盤⼯学会基準）。以前は⽇本統

⼀⼟質分類と⾔っていた。 

○○混じり×× ： ○○の含有率 5~15% 

○○質×× ： ○○の含有率 15~50% 

・柱状図に記載された⼟質名はボーリング技師の主観的判断によるため、両者は必ずしも⼀致

しない。 
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【軟弱地盤中の砂の薄層】 

・軟弱粘性⼟層中のサンドシーム（砂質⼟の薄層）の挟在により、予期せぬ湧⽔や、圧密速度

の予測の誤りが⽣じることが多い。 

・サンドシームは、記事欄を読まなければ⾒逃す。（ただし、記事欄に記載が無ければどうし

ようもない） 

【礫の⼤きさ】 

・礫径がボーリング径を超える場合、記事欄の礫径は礫をくり抜いたコア⻑に過ぎない。 

・このような場合、最⼤礫径の予測は難しい。（俗に、ボーリング時の最⼤礫径の3倍などと⾔

われているが、当てにならない！）はるかに⼤きい巨⽯が存在することもある。 

・地元の市役所・町村役場の建設課などに聞くのも良い。 

【礫の形】 

・円礫（⽟⽯）→河床堆積物と判断され、それなりの連続性が想定される。 

・⾓礫混じりの場合→⾊々な堆積環境が考えられる。産廃による埋⽴て地盤の可能性もある。 

【孔内⽔位】 

・無⽔掘りが限界になると泥⽔掘りに切り替えられ、翌⽇の作業開始前に測定された⽔位（泥

⽔位）が記載されることが多く、実際の地下⽔位と⼀致しないことが多い。 

・地下⽔位が帯⽔層ごとに異なる場合があり、降⽔による変動、季節変動、周辺⼯事の影響に

よる変動もある。 

・逸⽔や粒度の記述も重要。 

【観察記事】 

・⼟質区分、観察記事には個⼈差（クセや主観的判断）が含まれている可能性がある。 

・地点によって作成者が異なる場合は注意。 

・それでも、観察記事は⾮常に有⽤。 

【Ｎ値の評価】 

・Ｎ値だけでは⼟層の良否判定、他の物性値の推定ができない。⼟層の判別が前提。 

・同じＮ値でも、粘⼟と砂では技術的評価が全く異なる。（例：Ｎ値＝10 ･･･砂なら液状化の

恐れのある緩い沖積層。粘性⼟なら硬質な洪積層） 
＜N値について＞ 

・標準貫⼊試験のN値： 質量63.5kgのハンマー（モンケン）を75cm⾃由落下させ標準貫⼊試験⽤（レ

イモンド）サンプラーを30cm貫⼊させるのに要する打撃回数。試験には、予打ち15cm、後打ち5cmを

含め50cm区間が必要。サンプラー内に攪乱試料が採取される。 

・N値は通常50で打ち⽌める。50以上のN値（換算N値）は、50回打撃時の貫⼊量（＜30cm）から、30cm

の貫⼊に要する打撃回数を推定したもの（上限300）。 
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スプリットバーレル（サンプラー本体部で半割れ構造。φ51mm） 

 

【礫地盤のＮ値】 

・サンプラーの先端（シュー）が礫や⽟⽯に当たって過⼤なＮ値が測定されることがある。 

・10cmごとの打撃回数の急変や、深度⽅向のＮ値のバラツキをよく⾒て、妥当なＮ値の評価を

することが⼤切。 

 
（事例）Ｎ値＞50で、φ≧40°の堅固な⽀持地盤と判定されていたが、実際にはかなりの細粒分を含んで

おり、基礎の沈下が問題となった。 

 
橋脚基礎地盤（礫層）のボーリングコア試料 
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【軟弱粘性⼟地盤のＮ値】 

・Ｎ値ゼロと１の差は⼤きい！→Ｎ値から⼀軸圧縮強度※や圧密定数を推測するには限界があ

る。 

※例えばqu(kN/m2)=12.5N 

・Ｎ値がゼロ（モンケン⾃沈）の粘性⼟でも強度は持っている。 

【調査後の地盤改変、地盤変化】 

・切⼟や盛⼟により調査地点の標⾼が変化している可能性はないか？ 

・⽐較的新しい埋⽴地など、調査時点において地盤の圧密が完了していなかったため、調査後

に圧密が進⾏し、粘性⼟層厚の減少や地盤沈下が⽣じている可能性はないか？ 

【⼿法の違いによる柱状図の相違】 

・調査⼿法（コアサンプリングの有無など）によって異なった柱状図が得られる。 

・標準貫⼊試験は通常１ｍおきに⾏うが、薄い挟み層などを確実に把握したい場合など、50cm

おきに⾏うこともある。→攪乱試料が連続的に得られる。同様の⽬的で、電気式静的コーン貫

⼊試験（いわゆる3成分ｺｰﾝ）も有効。 
＜電気式静的コーン貫⼊試験による柱状図の例＞ 

・深度⽅向に連続したデータを取得可能なため、薄い介在層（砂質⼟⼜は粘性⼟）も把握できる。 

・先端抵抗や間隙⽔圧の変化により、透⽔層か否かを判定できる。（同じ⽬的で、ボーリング孔を⽤いた

電気検層（⽐抵抗検層）も広く⽤いられる。） 
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■こんなボーリング柱状図には要注意！ 
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ボーリング調査のノウハウ 

 

■情報を⼊⼿する 

 

・発注者などによる既往のボーリングデータは漏れなく⼊⼿する。 

・市・区役所へ⾏くと、建築確認申請書類に添付された地盤調査資料（ボーリング柱状図等）を閲

覧できる。⼯事区域の周辺も含めた地質構造の把握に有効。 

・地質特性を把握し効率的なボーリング調査計画を⽴てるために、地形・地質の知識が役⽴つ。市

街地化する前の古い地形図も有⽤。 

・インターネットの地盤関連サイトで既存のボーリング情報を⼊⼿できる。 

 

 
（例）国⼟地盤情報検索サイト 

 

・各都道府県別にインターネットでアクセスできるサイトが存在する。 
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■調査する地層がどのようにしてできたか確認する 

 

・調査する地層は、本当に⽔平かどうか？連続しているかどうか？確認する必要がある。 

・不整合や断層などにより地層の断絶や地層境界の不陸が存在する可能性がある。 

・予期せず砂層に遭遇し、流出⽔量の増加や地⼭崩壊を招くことがある。砂層が複雑に⼊り乱れて

堆積している旧河道跡や⼭地・丘陵に接した低地などで⽣じやすい。 

 

 
東京湾における海岸線の変遷と沖積層の形成 

 

 
不整合⾯は埋没段丘⾯のように平坦なこともあるが、⼀般に起伏が著しい 
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■調査する周辺の地形を読む 

 

・現在の地形がどうやって形成されたか察しがつけば、その場所の概略の地盤条件が直感的に理解

できる。 

 
GISで基盤情報データ（標⾼）を３D表⽰した例 
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■ボーリング・サウンディングの調査間隔 

 

・平地部：数⼗ｍ〜数百ｍ 

・⾕部：軟弱層など設計・施⼯上問題となる地層が確認された箇所：平地部より密な間隔 

・調査間隔が広すぎると、軟弱層の厚さの変化を⾒落とすことがある 

・調査間隔は、段階的に調査を⾏う⽅が、経済的・効率的な場合がある。 

①⼀次調査で⼯事規模や地形を踏まえて調査間隔を決定する(粗な間隔での調査) 

②その結果をもとに、問題となりそうな地点を抽出し、⼆次調査を⾏う（密な間隔での調査） 
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■ボーリング調査間隔に起因するトラブル事例 

 

・⼾建住宅の不同沈下 

 
 

・追加ボーリングを実施したところ⽀持層（ Ｎ ＞ ５０）の出現深度が４ｍ以上異なっており、⼟

留め⼯の根⼊れ⻑を延⻑せざるを得なかった 

 

 

延⻑が必要 
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■ボーリング・サウンディングの調査深度 

 

・調査深度は、構造物の種類や調査の⽬的に応じて決定する。 

・「あと10ｍ深い位置までの調査データがあれば･･･」という事例が少なくない。最近、⼤深度地下

構造物の建設⼯事が増加しており、「あと10ｍ」のための追加調査には多⼤な費⽤がかかる。 

 

①地下⽔位下の掘削⼯事：掘削深さの２倍以上 

 
 

②直接基礎⼯事：荷重作⽤⾯から基礎幅の1.5〜２倍以上 

 
 

③転⽯や⽟⽯を含む地層：基岩層に達したと思われる地点からさらに2〜３ｍ以上の深さまで 
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■ボーリング調査深度に起因するトラブル事例 

 

・開削⼯事における湧⽔の発⽣－⼯事の最終掘削段階で地下⽔が噴出した！ 

・難透⽔層の⾒落し→ 盤ぶくれ〜湧⽔の発⽣ 

 

 
当初に想定した⼟層             トラブル後に発覚した⼟層 

 

 

 
湧⽔発⽣前                  湧⽔発⽣後 
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■⼟質断⾯図作成時の留意点 

 

・深度がほぼ同じで⼟質が同じ層を単純に結んだ断⾯図は、地層構造の把握を誤解する可能性有り 

・N値、物理試験結果、混⼊物（⾙殻、⽕⼭噴出物など）、不整合の可能性などに留意すること 

 

問題 下の（a）図のボーリング柱状図の情報から⼟質断⾯図（b案）(c案)を作成せよ。 

 
 

 

 

 

 

 （b案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （c案） 

 

 

 

18



・全体的な地層の傾斜を考慮して柱状図を断⾯へ投影すること 

 

(a)地質の条件  地層の傾斜が有る場合は、柱状図の地表の標⾼をそのまま断⾯線に投影する

と断⾯図が不正確になる 

 

 
 

 

(ｂ)地層の傾斜が有る場合の断⾯への投影 

 

  
 

誤った投影法による断⾯図          正しい投影法による断⾯図 
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■地下⽔位の把握 

 

・各滞⽔層ごとに間隙⽔圧測定を実施し⽔位を把握する必要がある 

・地下⽔位は変動するので数回の測定で短絡的に決めつけない 

 

 
 

■地下⽔位に関するトラブル事例 

 

・⽔を下げれば、地盤は沈下する！ 
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